バルバロッサ　
準備：各プレイヤーは各色の粘土とそれぞれの駒と２個の呪いカードを受け取る。
・駒は？の質問マスに配置。得点表示駒をスタート地点に配置。宝石駒を12の位置に。
・矢を用意。３～４人プレイ：13本。
・粘土細工を作る。普通名詞で表現できるものを作る。固有名詞のようなものはダ　
　メ。各２個。粘土細工の正体をメモに書いておく。
ゲームの進行：各プレイヤーは手番になったら、以下の２つのいずれかの方法で、駒を進める。①サイコロを振りで目に従う　
　　　　　②進みたい数だけ宝石を減らしてその数だけ進む（宝石が足りる時のみ）
・宝石のマス：宝石を１つ増やす
・ドラゴンのマス：自分以外のプレイヤーの得点駒を１点ずつ進める
・妖精のマス：粘土細工１つを選び、粘土細工の作者に対して、他プレイヤーには内　　　
　緒で使われている文字に関して１文字を尋ねられる。粘土細工の作者は「はい」か　
　「いいえ」で答える。1文字目or3文字目or最後の文字　
・質問のマス：このマスは２ラウンドから構成される。
質問のマス第１ラウンド：他プレイヤーの粘土細工１つに対して何がしかの質問をする。粘土細工の作者は以下の４つの中から、正直に答えなければならない。
①「はい」　②「いいえ」　③「どちらとも言えない」　④「分からない」
手番プレイヤーは「いいえ」の回答が出るまで、同じ粘土細工に対してでも別の粘土細工に対しても質問を続けられる。また、好きなタイミングで、第１ラウンドを終了できる。「いいえ」の回答を受けたときは、強制的に第１ラウンド終了となる。
質問のマス第２ラウンド：以下のいずれかができる。
①粘土細工の正体を当てにいく：どの粘土細工かを指定する。次に、この粘土細工の正体と思われるものの名前を紙に書いてその相手に見せる。相手はあっているかどうかを正直に答える→当りの場合は得点計算をする。
②第１ラウンドと同様に質問を続ける
第２ラウンドで質問の答えで「いいえ」と言われると次のプレイヤーの手番になる。
得点：粘土細工の正体を当てた場合、その粘土細工に矢を刺す。もし、その粘土細工に最初の矢だった場合当てたプレイヤーに５点、矢が２本目の場合、当てたプレイヤーに３点が与えられる（得点駒を進める）。
粘土細工を当てられた相手は、その矢が何本目かによって点数に増減がある。
矢が1,2本→　-2

　　　　　3本→     -1

　　　　　4本→ ±0

　　 　5，6本→  +1

　　　　　9本→  +1

　　　　 10本→ ±0

　　　　 11本→  -1

　　12，13本→  -2

呪いカード：プレイヤーはこれをボードに置くことによって使える。この石は、他プレイヤーの質問のマス第２ラウンドを除き、いつでも使える。早い者勝ち！
効果：①「妖精のマス」と同じように文字を尋ねることができる　
　　　②粘土細工の正体を当てにいける
ゲーム終了：以下の２つの条件のいずれかで、ゲームは終了する。
①誰かの得点駒がゴールに着いたとき、そのプレイヤーの勝利でゲーム終了
②用意した矢が尽きた時、ゲーム終了。
ゲーム終了時に各プレイヤーは粘土細工の正体を書いた紙を公開する。
